
基礎演習A
Basic Exercise A330111024 田村佳世・宮武

里衣・その他 専門 1 必修 1前期

科目の概要
DP1・2・3「建学の精神、社会人基礎力、pisa型学力を修得し、現代のこどもの生活問題に対する認識と現実の保育および教育現場での課題に対する見識を深める。ま
た、専門的な知識と技能を身に付け、現代の子育て問題や教育再生、地域再生に取り組む。そのうえで、自立した社会人として、常に自己研鑽に取り組み、自らの可能
性を高めて社会に貢献しようとする姿勢を持つ人材育成のための導入科目であり、大学における学びの基礎、社会人として必要な基礎教養を身に付けるための科目であ
る。
具体的には、論理的文章の読解等を通じて思考力および基礎言語（日本語）の運用能力を高めること、時事的な課題（新聞等）を通じて社会への関心を深めること、さ
らに異文化への視野を広げるために英文に親しむこと、数理的思考力を高めて自然や科学への関心を深めることなどが予定される。

学修内容 到達目標

① 大学での学びについての関心を深め、学部生レベルの
言語運用能力（日本語リテラシー）の基礎を身に付ける。
② 時事問題や社会的な課題についての関心を深め、学部
生レベルの調査研究能力（アカデミックリテラシー）の基
礎を身に付ける。
③ ICTコミュニケーションおよびプレゼンテーションの基
本的なスキルを学び、実践力を身に付ける。

① 大学での学びに必要なレベルの言語運用能力（日本語
リテラシー）を用いて、自らの関心・抱負・課題などを他
者に説明することができる。
② 大学での学びに必要なレベルの調査研究能力（アカデ
ミックリテラシー）を用いて、自ら課題を設定し、それに
ついて論じることができる。
③ 大学生にふさわしいレベルのコミュニケーションスキ
ルを用いて、対面・非対面を問わず自らの要件などを他者
に伝えることができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 基礎的な子ども対応を理解した上で、子どもの学びにつながる活動を自分なりに考え、言
葉や動きを工夫しながら目標達成につなげることができる。

働きかけ力

実行力

他の学生の活動を見て前向きに意見を述べるなど、グループで協力して活動をまとめるこ
とができる。

子どもを目の前にした時のことを想定して、工夫して話したり演じたりすることができ
る。また、資料を個性的に作成し、提示することができる。

考え抜
く力

課題発見力 子どもの発達段階を理解した上で、どのように工夫すれば子どもにとって有効な教育・保育ができるのかを考えること
ができる。また、参考文献を読み取り、活動に活かせる要素を見出すことができる。併せて、他の学生からも学び取る
ことができる。

計画力

創造力

グループや個人の活動発表に向けて、子どもに対応することを想定して計画を立てること
ができる。

教育・保育の現場に応じた支援を考え、具体的に動くことができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

自ら調べ追究した課題について、説得力を持ってプレゼンテーションすることができる。

授業の内容や他者の発表を聞いて、積極的に質問や指摘をすることができる。

活動の条件に応じて計画を推敲したり、他の学生の意見を取り込んで言動を変更したりす
ることができる。

子どもや保護者を想定して、様々な状況を考慮しながら活動設定することができる。

子どもの前に立つことを想定して、身だしなみや所作・言葉遣いを整えたり、時間を守っ
たりすることができる。また、示された課題を期限内に提出することができる。

分からないことがあればその場で質問したり、納得できない事態になったら相談したりす
ることができる。

テキスト及び参考文献

テキスト：宮武里衣『大学生のための日本語リテラシーとレポートライティング―初年次ゼミ対応テキストブック』ナ
カニシヤ出版、2022年。
参考文献：加藤万也・柴田哲谷・小幡肇編著『子どもと向き合うために―保育職・教育職を目指す皆さんへ』愛知学泉
大学出版会、2015年。他、各回の担当教員から適宜、提示される。

他科目との関連、資格との関連

他科目との関連：「基礎演習A」は、学科共通科目としてのコア科目であり、後期履修の「基礎演習B」、2年次履修の
「基礎演習（C・D）」、3年次履修の「専門演習（A・B）」、さらに4年次履修の「専門演習（C・D）」へとつながって
いく、本学での学修の礎となる必修科目である。

学修上の助言 受講生とのルール
大学生の成長は、入学後半年間（前期）の過ごし方で8割方決まる―という研
究報告がある。高校までの学びと大学での学びの決定的な違いは、正解が無
いかもしれない課題をいかに考え抜く力を持てるか―という点にある。その
面白さに早く気付ければ、大学での学びは必ず有意義なものとなる。今後の
キャンパスライフ全般を見据えて意欲的に取り組んで欲しい。

予習・復習を怠らず、授業に必要なものは確実に準備すること。グループ活動では
特に欠席しないように。なお、学生の状況（履修・理解等）によって、授業計画が
変更されることがある。また、成績評価について、相対評価（S:10%, A:30%,
B:35%, C:25% が本学の目安とされる）が加味される可能性がある（詳細について
は、その都度説明の上、共通理解を得るものとする）。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

(1) レポート：計50点満点中、40点以上をA(優)、45点以
上をS(秀)とする。
(2) 成果発表：計40点満点中、32点以上をA(優)、36点以
上をS(秀)とする。
(3) 社会人基礎力：授業への貢献、課題の提出状況等を踏
まえ、意欲的な学修態度が認められるものをA(優)、さら
に積極的な授業参画が認められるものをS(秀)とする。

(1) レポート：計50点満点中、35点以上をB(良)、30点以
上をC(可)とする。
(2) 成果発表：計40点満点中、28点以上をB(良)、24点以
上をC(可)とする。
(3) 社会人基礎力：授業への貢献、課題の提出状況等を踏
まえ、最低限の学修態度が認められるものをC(可)、良好
な学修態度が認められるもののA(優)にはおよばないもの
をB(良)とする。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③
筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

③小テスト

① ✓

50

授業での学びについて、複数回の小レポートを作成する。その際、
以下の観点から評価する（10点×4）
　①期限内の提出、②要点の整理、③独自の考え、④授業内容を踏
まえた具体性

最後に授業での学びについて、振り返りのレポートを作成する（10
点）

② ✓

③ ✓レポート

① ✓

40

授業での学びに関する成果発表を、以下の観点から評価する（10点
×4）
　①制限時間の遵守、②話し方・表情　③独自の工夫、④教具・小
道具の扱い

② ✓

③ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性）必要な知識について、文献資料等を用いて自己学修することができる。
（実行力）手順や方法を考えて、確実に課題をやり遂げることができる。
（課題発見力）事実に基づいた情報を客観的に整理し、課題を見極めることができ
る。
（創造力）固定概念に捉われることなく、様々な方向から考えることができる。
（発信力）聞き手に分かりやすく話すポイントを整理して発表することができる。
（傾聴力）グループワークで、人の意見を確認しつつ意見を述べることができる。
（規律性）自分の都合を優先することなく、集団のルールを守ることができる。

② ✓

③ ✓
社会人基礎力
（学修態度）



(1) レポート：計50点満点中、35点以上をB(良)、30点以
上をC(可)とする。
(2) 成果発表：計40点満点中、28点以上をB(良)、24点以
上をC(可)とする。
(3) 社会人基礎力：授業への貢献、課題の提出状況等を踏
まえ、最低限の学修態度が認められるものをC(可)、良好
な学修態度が認められるもののA(優)にはおよばないもの
をB(良)とする。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

オリエンテーション
(1)
履修と資格単位、建学
の精神、社会人基礎力
とpisa型学力について

基礎講義と演習、意見
交換
Google Classroomを活
用した課題提示と
フィードバック

講義で学んだ内容の要
点が理解でき、何らか
の意見を持ってディス
カッションに参加でき
る。

（予習）愛知学泉大学
ついて調べてまとめ
る。
（復習）授業で学んだ
内容を発展的に調べて
まとめる。

180

計画力
傾聴力
情況把
握力

2

日本語リテラシー①
自己紹介の仕方ー簡単
でも伝わる方法ー　教
科書P3～7

基礎講義と演習、意見
交換
Google Classroomを活
用した課題提示と
フィードバック

講義で学んだ内容の要
点が理解でき、何らか
の意見を持ってディス
カッションに参加でき
る。

（予習）教科書の該当
ページをまとめる。
（復習）授業で学んだ
内容を発展的に調べて
まとめる。 180

課題発
見力
傾聴力
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄ
ﾛｰﾙ力

3

ソーシャルスキルト
レーニング①
話すスキルー伝えよう
心からー

基礎講義と演習、意見
交換
Google Classroomを活
用した課題提示と
フィードバック

講義で学んだ内容の要
点が理解でき、何らか
の意見を持ってディス
カッションに参加でき
る。

（予習）話すことの意
味を考えてまとめる。
（復習）授業で学んだ
内容を発展的に調べて
まとめる。 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

4

日本語リテラシー②
メールの書き方ース
マートに依頼するー教
科書P8～12

基礎講義と演習、意見
交換
Google Classroomを活
用した課題提示と
フィードバック

講義で学んだ内容の要
点が理解でき、何らか
の意見を持ってディス
カッションに参加でき
る。

（予習）担当の教員に
出席連絡のメールを送
る。
（復習）授業で学んだ
内容を発展的に調べて
まとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

5

日本語リテラシー③
敬語の使い方ー円滑な
人間関係を築くため
にー教科書P28～31

基礎講義と演習
Google Classroomを活
用した課題提示と
フィードバック

講義で学んだ内容の要
点が理解でき、何らか
の意見を持ってディス
カッションに参加でき
る。

（予習）テキストの該
当ページを読んでお
く。
（復習）授業で学んだ
内容を発展的に調べて
まとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

6

日本語リテラシー④図
書館ガイダンス
図書館の使い方ー上手
に情報に行きつく方
法ー教科書P50～52

基礎講義と演習
Google Classroomを活
用した課題提示と
フィードバック

講義で学んだ内容の要
点が理解でき、何らか
の意見を持ってディス
カッションに参加でき
る。

（予習）テキストの該
当ページを読んでお
く。
（復習）授業で学んだ
内容を発展的に調べて
まとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

7

ソーシャルスキルト
レーニング②
聴くスキルー相手に関
心をもってー

基礎講義と演習
Google Classroomを活
用した課題提示と
フィードバック

講義で学んだ内容の要
点が理解でき、何らか
の意見を持ってディス
カッションに参加でき
る。

（予習）クラスメイト
に聞きたいことをピッ
クアップしておく。
（復習）授業で学んだ
内容を発展的に調べて
まとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

日本語リテラシー⑤
説明の仕方ーわかりや
すく説明するコツー教
科書P17～21

基礎講義と演習
Google Classroomを活
用した課題提示と
フィードバック

講義で学んだ内容の要
点が理解でき、何らか
の意見を持ってディス
カッションに参加でき
る。

（予習）説明したいこ
とをワークシートにま
とめておく。
（復習）授業で学んだ
内容を発展的に調べて
まとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

ソーシャルスキルト
レーニング③
感情をコントロールす
るスキルー怒りの下に
ある気持ちとはー

基礎講義と演習
Google Classroomを活
用した課題提示と
フィードバック

講義で学んだ内容の要
点が理解でき、何らか
の意見を持ってディス
カッションに参加でき
る。

（予習）自分の感情の
分析をワークシートに
まとめておく。
（復習）授業で学んだ
内容を発展的に調べて
まとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

日本語リテラシー⑥
手紙の書き方ー定型と
気持ちー教科書P32～
35

基礎講義と演習
Google Classroomを活
用した課題提示と
フィードバック

講義で学んだ内容の要
点が理解でき、実際に
手紙が書ける。

（予習）季節の挨拶文
を調べておく。
（復習）授業で学んだ
内容を踏まえて実際に
手紙を書く。 180

主体性
実行力
発信力
規律性

11

ソーシャルスキルト
レーニング④
上手に断るスキルー相
手を傷つけない意思表
示とはー

基礎講義と演習
Google Classroomを活
用した課題提示と
フィードバック

講義で学んだ内容の要
点が理解でき、何らか
の意見を持ってディス
カッションに参加でき
る。

（予習）仮想のアルバ
イトの断りを担当の教
員に送る。
（復習）授業で学んだ
内容を発展的に調べて
まとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

12

日本語リテラシー⑦
電話の対応の仕方ー気
持ちのよいやり取りー
教科書P37～42

基礎講義と演習
Google Classroomを活
用した課題提示と
フィードバック

講義で学んだ内容の要
点が理解でき、ロール
プレイに参加できる。

（予習）尊敬語、丁寧
語、謙譲語の復習をし
ておく。
（復習）電話の応対に
関するワークシートを
完成させる。

180

主体性
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

13

日本語リテラシー⑧
外部講師講義
新聞の読み方ー信頼で
きる情報源ー教科書
P22～27

基礎講義と演習・外部
講師講義
Google Classroomを活
用した課題提示と
フィードバック

講義で学んだ内容の要
点が理解でき、何らか
の意見を持ってディス
カッションに参加でき
る。

（予習）先日の日刊紙
を読んでおく。
（復習）授業で学んだ
内容を発展的に調べて
まとめる。 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

ソーシャルスキルト
レーニング⑤
自尊心を高めるスキ
ルーイケてる自分を発
見できるー

基礎講義と演習
Google Classroomを活
用した課題提示と
フィードバック

講義で学んだ内容の要
点が理解でき、何らか
の意見を持ってディス
カッションに参加でき
る。

（予習）自己分析の
ワークシートに記入し
ておく。
（復習）授業で学んだ
内容を発展的に調べて
まとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

日本語リテラシー⑨
文の乱れへの対応ー正
解を知って正しく書
くー教科書P82～86

基礎講義と演習
Google Classroomを活
用した課題提示と
フィードバック

講義で学んだ内容の要
点が理解でき、何らか
の意見を持ってディス
カッションに参加でき
る。

（予習）文の乱れの
ワークシートに取り組
む。
（復習）授業で学んだ
内容を発展的に調べて
まとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



基礎演習B
Basic Seminar Ⅱ330112025 田村佳世・宮武

里衣・その他 専門 1 必修 1後期

科目の概要

DP①、②、③に記載している現代のこどもの生活問題に対する認識と、現実の保育および教育現場での課題に対する見識を
深めるられるような、学ぶための手段を獲得する。手段の一つとしてアカデミックライティングの基礎を学び、知識人とし
ての自己表現の方法を身に付け、4年生の卒業研究や実践論文につなげられるようにする。また、教育・保育現場の実態を体
感するために、附属幼稚園の見学を通して、将来、子どもに関わる職業につくための基礎知識を体得する。

学修内容 到達目標

① アカデミックライティングの基礎を学ぶことで、文章
表現力や論理的な思考力の身に付ける。
② 発表やペア、グループワークなどを通して、聞き手を
想定して資料を活用しながらプレゼンテーションする方法
を学ぶ。
③ 附属幼稚園見学を通して、子どもの発達段階を考慮し
た対応を学ぶ。

① 論理的な考え方を獲得し、高等教育にふさわしい論理
的な文章を書く力を獲得する。
②  聞き手を想定して資料を活用しながらプレゼンテー
ションする方法を獲得し、発表として活用できる。
③ 幼稚園見学を通して、子どもの発達段階を考慮した対
応についての疑問を解決する。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 基礎的な子ども対応を理解したうえで、子どもの学びにつながる活動を自分なりに考え、
言葉や動きを工夫しながら目標達成につなげることができる。

働きかけ力

実行力 子どもを目の前にした時のことを想定して、工夫して話したり演じたりすることができ
る。また、資料も個性的に作成し提示することができる。

考え抜
く力

課題発見力 子どもの発達段階を理解したうえで、どのように工夫すれば、子供にとっての有効な教育・保育ができるのかを考える
ことができる。また、参考文献を読み取り、活動に活かせる要素を見出すことができる。併せて、他の学生からも学び
取ることができる。

計画力

創造力 創造力を発揮して、保育・教育現場に応じた支援を考え、具体的に動くことができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

自ら調べ追究した課題を、説得力を持ってプレゼンテーションできる。

講義内容や、他者の発表を聞き、積極的に質問や指摘をすることができる。

子どもの前に立つことを想定して、身だしなみや所作・言葉遣いを整えたり、時間を守っ
たりすることができる。また、示された課題を期限内に提出することができる。

テキスト及び参考文献

テキスト：加藤万也ほか編著『子どもと向き合うために』（2015、愛知学泉大学出版会）
・宮武里衣『大学生のための日本語リテラシーとアカデミックライティング　初年次ゼミ対応テキストブック』(2022
ナカニシヤ出版)

他科目との関連、資格との関連

「基礎演習B」は学科共通科目のコア科目の一部である。「基礎演習A」で獲得した知識・技能を活用する。また、「基
礎演習B」は、その後に履修する「基礎演習C」「基礎演習D」の基盤となる科目である

学修上の助言 受講生とのルール

・授業に必要なものを確実に準備する。
・予習・復習を確実にする。

・グループ活動では、特に欠席をしないようにする。
・学生の状況（履修・理解等）によって、授業計画は変更すること
がある。
・園の都合等によっては、附属園の見学実習は変更することがる。

2023年度 愛知学泉大学シラバス

シラバス番号 科目名 担当者名
基礎・専門

別
単位数

選択・必修
別

開講年次・
時期

実務経験のある教
員による授業科目



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

（S）
①相手に伝わる分かりやすい話し方・丁寧な書き方や筋道
の通った論理的な考え方を意欲的に表現できる。
②順序よくわかりやすく話したり、資料を効率的に提示し
たりして、簡単なプレゼンテーションが意欲的にできる。
③想定した場面において、子どもの発達段階に応じた言葉
の選び方や演じ方、接し方が意欲的にできる。
（A）
①相手に伝わる分かりやすい話し方・丁寧な書き方や筋道
の通った具体的な考え方・演じ方ができる。
②順序よくわかりやすく話したり、資料を効率的に提示し
たりして、簡単なプレゼンテーションができる。
③想定した場面において、子どもの発達段階に応じた言葉
の選び方や演じ方、接し方ができる。

（B）
①相手に伝わる話し方・書き方や筋道の通った論理的な考
え方を表現できる。
②順序よく話したり、資料を効率的に提示したりして、簡
単なプレゼンテーションが自分なりにできる。
③想定した場面において、子どもの発達段階に応じた言葉
の選び方や演じ方、接し方が自分なりにできる。
（C）
①相手に伝わる話し方・書き方や筋道の通った考え方が基
礎ができる。
②順序よく話したり、資料を効率的に提示したりして、簡
単なプレゼンテーションができる。
③想定した場面において、子どもの発達段階に応じた言葉
の選び方や演じ方、接し方ができる。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③
筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

③小テスト

① ✓

50

①授業で学んだことを、複数の観点で重要事項を落とさずまとめるこ
とができる。（
　評価は次の条件に照らして行う。（10点×4）
　（期限内の提出）（要点の整理）（独自の考え）（講義内容を踏ま
えた具体性）

②授業で学んだことについて、振り返りシートに的確に要点を整えて
最終まとめるが
　できる。（10点）

② ✓

③レポート

① ✓

40

・計画に則り活動発表の程度を、次の条件に照らして評価
　する。（10点×4）
　（制限時間の遵守）（話し方・表情）（独自の工夫）（教具・小
道具の扱い）
　（チームワーク）

② ✓

③ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性）活動を自分なりに考え、言葉や動きを工夫しながら実践できる。
（実行力）工夫して話したり演じたりし、資料も個性的に作成することができる。
積極的に行ったりできる。
（課題発見力）どのように工夫すれば、有効な教育・保育ができるのかを考えることがで
きる。また、参考文献を読み取り、活動に活かせる要素を見出すことができる。
（創造力）創造力を発揮して、保育・教育現場に応じた支援を考え、具体的に動くことが
できる。
（発信力）課題に対して、学修の内容を踏まえて的確に発表できる。
（傾聴力）講義内容や学生の活動に対して積極的に質問や指摘をすることができる。
（規律性）身だしなみや所作・言葉遣いを整え、時間を守ることができる。課題を期限内
に提出することができる。

② ✓

③ ✓
社会人基礎力
（学修態度）



（B）
①相手に伝わる話し方・書き方や筋道の通った論理的な考
え方を表現できる。
②順序よく話したり、資料を効率的に提示したりして、簡
単なプレゼンテーションが自分なりにできる。
③想定した場面において、子どもの発達段階に応じた言葉
の選び方や演じ方、接し方が自分なりにできる。
（C）
①相手に伝わる話し方・書き方や筋道の通った考え方が基
礎ができる。
②順序よく話したり、資料を効率的に提示したりして、簡
単なプレゼンテーションができる。
③想定した場面において、子どもの発達段階に応じた言葉
の選び方や演じ方、接し方ができる。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

＜授業のガイダンス＞
授業の狙い・進め方を
理解する。
授業への抱負を確認す
る。
（全員）

講義
フィードバック：
classroom

説明を理解し、15回の
授業の流れがイメージ
できる。

（予習）シラバスを読
んで、授業の概要をつ
かむ。
（復習）シラバスと評
価の確認。 120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

2

〇ソーシャルスキルト
レーニング
ストレスに対応するス
キルー自分の心と体の
関係とはー
（未定）

演習
フィードバック：
classroom

○ストレスの解決方法
を一つ理解している。

（予習）
・ストレスチェック
シートに記入してお
く。
（復習）
・活動を振り返り、要
点をノートにまとめ
る。

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

3

〇アカデミックライ
ティング①
問いの立て方ー自分の
興味に向き合う方法ー
教科書P45～49
（宮武）

演習
フィードバック：
classroom

○自分の学術的興味を
探そうとする。

（予習）
・図書館の新書コーナーで
読みたい本を決めておく。
・教科書の該当ページを読
む。
（復習）
・活動を振り返り、要点を
ノートにまとめる。

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

4

○アカデミックライ
ティング②
情報読書の仕方ーあら
まし読みのやり方ー教
科書P50～56
（宮武）

演習
フィードバック：
classroom

○あらまし読みに取り
組むことができる。

（予習）
・教科書の該当ページを
読む。
・図書館で新書を一冊借
りておく。
（復習）
・ワークシートを完成す
る。（googleclassroomに
提出）

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

5

〇○アカデミックライ
ティング②
情報読書の仕方ーあら
まし読みの実践ー教科
書P50～56
（宮武）

演習
フィードバック：
classroom

○あらまし読みに積極
的に取り組むことがで
きる。

(予習）
・教科書の該当ページを
読む。
・図書館で新書を新しく
一冊借りておく。
（復習）
・ワークシートを完成す
る。（googleclassroomに
提出）

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

6

○アカデミックライ
ティング③
レポートアウトライン
の書き方ー「くらべ読
み構想シート」を使っ
て
教科書P57～60（宮
武）

演習
フィードバック：
classroom

〇キーワードを抜き、
簡単なレポートの構成
ができる。

（予習）
・教科書の該当ページ
を読む。
（復習）
・ワークシートを完成
する。
（googleclassroomに提
出）

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

7

○アカデミックライ
ティング④
レポートの構成の仕
方ー接続詞を生かす方
法ー教科書P61～64
（宮武）

演習
フィードバック：
classroom

○接続詞の使い方がわ
かる。

（予習）
・教科書の該当ページ
を読む。
（復習）
・ワークシートを完成
させる。
（googleclassroomに
提出）

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

○アカデミックライ
ディング⑤
論文・レポートになじ
む言葉となじまない言
葉ー論文特有の言葉
教科書P77～81（未
定）

演習
フィードバック：
classroom

○論文になじまない言
葉がわかる。

（予習）
・教科書の該当ページ
を読む。
（復習）
・ワークシートを完成
させる。
（googleclassroomに
提出）

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

○アカデミックライ
ティング⑥
レポートの体裁ーセル
フチェックする習慣ー
教科書P87～88
（宮武）

演習
フィードバック：
classroom

○レポートを完成でき
る。

（予習）
・教科書の該当ページ
を読む。
（復習）
・レポートを完成させ
る。
（googleclassroomに
提出）

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
情況把
握力

10

○園長講話
附属幼稚園の園長先生
から、附属幼稚園の特
色や実習生に求められ
る身なり、態度につい
て聞く。
（田村）

演習
フィードバック：
classroom

〇附属幼稚園の沿革、
教育理念等を理解でき
る。
〇実習に関するルー
ル、マナーが理解でき
ている。

（予習）
・附属幼稚園のHPを読
んでくる。
（復習）
・講和を聞いた感想、
自己課題のワークシー
トに取り組む。

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

11

○附属幼稚園見学実習
事前オリエンテーショ
ン
附属幼稚園見学実習の
目的、日程、内容等に
ついて理解する。
（田村）

講義
フィードバック：
classroom

〇見学実習の目的が理
解できる
〇実習に求められる身
なり、態度が理解でき
る。

（予習）
・附属幼稚園について
調べる
（復習）
・見学実習に必要な持
ち物を揃える。

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

12

○附属幼稚園見学①
附属幼稚園へ行き、見
学実習を行う。
（田村）

見学実習
フィードバック：
classroom

〇実習生としての身な
り、態度で実習に参加
できる。
〇実習生として子ども
と関わろうとする姿勢
がある。

（予習）
・附属幼稚園の概要を
理解し、実習準備を行
う。
（復習）
・活動を振り返り、お
たよりレポートをまと
める

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

13

○附属幼稚園見学②
附属幼稚園へ行き、見
学実習を行う。
（田村）

見学実習 〇実習生としての身な
り、態度で実習に参加
できる。
〇実習生として子ども
と関わろうとする姿勢
がある。

（予習）
・附属幼稚園の概要を
理解し、実習準備を行
う。
（復習）
・活動を振り返り、お
たよりレポートをまと
める。

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

見学実習の振り返り
実習で学んだことの振
り返りをグループで話
し合いまとめる。
（田村）

演習
グループワーク

〇実習に向けての自己
課題が分かる。
〇実習のイメージが持
てる。

（予習）
・実習レポートをまと
める。
（復習）
・自己課題についての
まとめレポートに取り
組む。

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
情況把
握力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

〇「私のおもいでぐ
さ」の執筆
（未定）

演習
フィードバック：
classroom

〇随筆のまとめ方の基
本ができている。
〇わかりやすくまと
め、自分なりの文章表
現ができている。

（予習）
・4つの観点で執筆内
容をまとめてくる。
（復習）
・文章を推敲し、完成
させる。
（googleclassroomに
提出）

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


